
外資系の代表的な電機・通信系２社、化学系２社の出願状況である。
ASEANの重要度が叫ばれ、特許出願の増加を予想したが、実際の出願傾向は・・・

○今後の国際第３委員会のASEANへの取組
・グローバル経済圏での「事業の成功」と「特許の必要性」の研究
・特許取得/権利行使が十分に行える環境であるかの現場レベルの実態調査

外資系電機・通信

ASEANへの出願件数は、PCTの1/10～
1/2と、他の企業に比べて割合が高い。
シンガポールの2006年の急増については、
同国に拠点のある企業の買収が要因か。

ASEANへの出願件数は、PCTの数％。
光ディスクの読出、書込および画像処理に
関する規格特許がほとんどと考えられる。

ASEANへの出願件数は、PCTの1/10程度
であるが増加傾向。
ASEANへは、地域事業を考慮した殺虫剤、
除草剤などの農業系の出願が多い。

ASEANへの出願件数は、PCTの数％。
ASEANへは、コア技術である化学製品関連
（ポリマーなど）しか出願されていない模様。

新規市場攻略に向けた特許戦略は？

TH：タイ ID：インドネシア SG：シンガポール VN：ベトナム

企業Ａ 企業Ｂ

外資系化学企業Ｃ 企業Ｄ

○現状は、 ・ASEANへの出願件数は予想に反して増加していない
・コア技術に注力した出願/地域事業に関係した技術に絞り込んだ出願

ｴﾝﾌｫｰｽの実態が不透明？
特許保持はコスト高要因？

JIPA会員の
ビジネス上の懸念を
吸い上げ、

現地制度最新事情を
提供、対応手法の
提言を行う。
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